
附属施設

教育実践総合センター
《H 5.4改組》

小学校
《S24.5設置》

中学校
《S24.5設置》

特別支援学校
《S53.4設置》

幼稚園
《S45.4設置》

学校教育学研究科
（教職大学院）
《H28.4再編・設置》

◇教育実践探求専攻

教育学部《H28.4再編》

学校教育課程

教育学部・
学校教育学研究科

発達障害等への支援力養
成と医学・教育学クロスカ
リキュラムの開発など
特色・強み⇒

学部HP
http://it3.pd.saga-u.ac.jp/

小中連携教育コース

幼小連携教育コース

子ども支援探究コース

授業実践探究コース

教育経営探究コース

美術・工芸の歴史，有田，
セラミックなど

特色・強み⇒

学部HP
http://www.art.saga-u.ac.jp/

経済学・経営学・法学を総合
化した独自の体系的カリキュ
ラムによる教育など
特色・強み⇒

学部HP
http://www.eco.saga-u.ac.jp/

地域デザイン研究科《H28.4再編・設置》

修士
◇地域デザイン専攻

地域デザイン研究科

芸術地域デザイン学部
《H28.4再編・設置》

芸術地域デザイン学科

芸術地域デザイン
学部

経済学部《H25.4改組》

経済，経営，経済法の
３学科

経済学部

地域マネジメントコース

芸術デザインコース

地域デザインコース

芸術表現コース

附属病院《S56.10開院》

附属施設
地域医療科学教育研究センター
《H15.4設置》
先端医学研究推進支援センター
《H19.4設置》
看護学教育研究支援センター
《H27.4設置》
再生医学研究センター
《H31.4設置》

寄附講座
人工関節学 《H17.1~》
地域医療支援学 《H22.4~》
先進外傷治療学 《H25.1~》
臓器相関情報 《H27.4~》
循環制御学 《H28.4~》
他

先進的な医学教育，新たな
人工関節の研究開発など

特色・強み⇒

学部HP
http://www.med.saga-u.ac.jp/

工学系研究科《H22.4改組》

博士後期（専攻）

◇システム創成科学

生産物質科学コース

電子情報システム学コース

社会循環システム学コース

先端融合工学コース

国際交流活動を行う学生
組織，工学系高度人材育成
コンソーシアム佐賀など
特色・強み⇒

学部HP
http://www.se.saga-u.ac.jp/ug/

農業版MOT教育，アグリ創
生教育研究センターなど

特色強み⇒

学部HP
http://www.ag.saga-u.ac.jp/

附属施設

アグリ創生教育研究セン
ター《H24.10改組設置》

鹿児島大学連合農学
研究科《S63.4参加》

博士（専攻）
◇生物生産科学

◇応用生命科学

◇農水圏資源環境科学

医学系研究科（専攻）

博士◇医科学《H20.4改組》

理工学研究科《H31.4改組》

修士（専攻）

◇理工学（１０コース）

農学研究科《H31.4改組》

修士（専攻）
◇生物資源科学（４コース）

先進健科学研究科（専攻）《H31.4改組・設置》

修士◇先進健康科学（４コース）

先進健康科学研究科

医学部

医学科 《S51.10開学》

看護学科《H 5. 4設置》

医学部・
医学系研究科

理工学部《H31.4改組》

理工学科（１２コース）

理工学部・
工学系研究科

農学部《H31.4改組》

生物資源科学科（４コース）

農学部・
農学研究科

１９．医学部・医学系研究科の特色・強み
―平成３１年 学部（研究科）長から―ＴＯＰページ
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特 色 ・ 強 み

先進的な医学教育
Category：学部，教育

高齢者・障がい者の生活支援教育
Category：学部・研究科，教育

新たな人工関節の研究開発
Category：学部・研究科，研究

佐賀県住民に多い肝臓などの各種癌・糖尿病，高齢化による認知
症などの疾病を中心に，疫学データを収集・管理・病因分析する
ことにより疾病の予防に繋げる臨床研究を推進

Category：学部・研究科，研究

佐賀県に根ざす良き医療人の育成を推進
Category：学部・研究科，社会貢献

佐賀地域の中核病院として，地域医療の充実や高度医療の提供を
推進 Category：学部・研究科，研究

少人数での段階的教育プログラムによる技術力の育成
Category：学部，教育

高度医療を担える看護専門職者の育成
Category：学部・研究科，社会貢献

地域医療に貢献できる質の高い看護職者育成のための継続教育・
キャリア形成支援

Category：学部・研究科，社会貢献

20１９’Key-Word

佐賀県の中核病院と
しての地域連携推進

疫学・基礎医学に立脚
した臨床研究の推進

基礎医学研究者増

大学院の選抜
制度の実質化

卒前・卒後教育

医・看護学科入試／
教育制度改革

http://it3.pd.saga-u.ac.jp/
http://www.saga-u.ac.jp/koho/B.pdf
http://www.saga-u.ac.jp/koho/B.pdf
http://www.art.saga-u.ac.jp/
http://www.saga-u.ac.jp/koho/K.pdf
http://www.saga-u.ac.jp/koho/K.pdf
http://www.eco.saga-u.ac.jp/
http://www.saga-u.ac.jp/koho/K.pdf
http://www.saga-u.ac.jp/koho/K.pdf
http://www.med.saga-u.ac.jp/
http://www.se.saga-u.ac.jp/ug/
http://www.ag.saga-u.ac.jp/
http://www.saga-u.ac.jp/koho/R.pdf
http://www.saga-u.ac.jp/koho/R.pdf
http://www.saga-u.ac.jp/koho/N.pdf
http://www.saga-u.ac.jp/koho/N.pdf
http://www.saga-u.ac.jp/koho/torikumi/
http://www.saga-u.ac.jp/koho/torikumi/
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医学部・医学系研究科の特色・強み
学 部HP http://www.med.saga-u.ac.jp/

研究科HP http://www.gsmed.saga-u.ac.jp/index.html /

学 部HP http://www.med.saga-u.ac.jp/

研究科HP http://www.gsmed.saga-u.ac.jp/index.html /

新たな人工関節の研究開発 Category：学部・研究科、研究

先進的な医学教育 Category：学部、教育
臓器別に基礎，臨床が融合し、早期から専門講義を取り入れたくさび形カリキュラ

ム及びPBL教育によるグループでの討論を主体とした学習を実施。

①６年一貫の実践的訓練と並行した教育による学習と実践の統合
②知識の応用・問題解決を推進する学習(PBLとTBLの併用）
③地域に根差した教育・実習と地域患者による教育成果の評価
④①～③のための学生の学習支援・教員への教育支援制度

高齢者・障がい者の生活支援教育Category：学部・研究科、教育、研究

医学的治療後も心身の機能低下等を有する人々や加齢に伴
う心身の機能低下を有する高齢者が自立した生活を送るため
の医工福祉連携支援技法やニューロリハビリテーションなど
の実践的支援方法を学び、併せて新規開発を行う。

人工関節置換術は 12,000例を超える症例がデータベース
化されており、その中から問題点を抽出し、さらなる臨床成
績の向上に向けた取組を実施。

佐賀県住民に多い肝臓などの各種癌・糖尿病，高齢化による認知症などの
疾病を中心に，疫学データを収集・管理・病因分析することにより疾病の予
防に繋げる臨床研究を推進 Category：学部・研究科、研究

①佐賀県全県を対象にした肝癌・糖尿病の疾病管理

②がん病態解明のための佐賀大学腫瘍バンクの設立と創薬を
目的とする学際研究

③佐賀県全体を対象とした疾病の疫学データベースの構築

④ゲノム疫学による生活習慣病研究プロジェクト

佐賀地域の中核病院として，地域医療の充実や高度医療の提供を推進

Category：学部・研究科、研究
①佐賀県診療情報地域連携システムID-LINK（ピカピカリンク）を

活用し、患者情報（投薬・検査・画像など）を提供・共有
化することにより地域医療に貢献。

②医療・生活の質を向上させるため、各種動脈瘤治療に多軸
血管撮影装置やがん早期発見のためのPET－CTの導入、高
齢化社会を見据えた低侵襲医療遠隔支援手術ロボット
「da Vinci S」の手術や人工関節の置換術、心・脳疾患など
の３D画像を提供。

医

医

医

医

医

佐賀県に根ざす良き医療人の育成を推進

Category：学部・研究科、社会貢献

①コミュニケーション能力や臨床技能を有する良質な医師を育成

②総合内科医・総合診療医の輩出、地域を志向する医師の育成

③地域が抱える疾病対策への研究・支援

医

少人数での段階的教育プログラムによる技術力の育成

Category：学部、教育

問題解決能力や対人関係形成能力を持った人材育成に向け
て、早期からの実習や多くのグループ演習を取り入れたクサ
ビ形カリキュラムによる学習を実施。

看護

高度医療を担える看護専門職者の育成

Category：学部・研究科、社会貢献

①糖尿病医療における専門職者育成（糖尿病コーディネート
看護師育成）

②高度な看護専門職者育成（「慢性看護」専門看護師コース）

③母子保健のスペシャリスト育成 （定期的な研修会開催）

看護

地域医療に貢献できる質の高い看護職者育成のための継続教育・キャリア
形成支援

Category：学部・研究科、社会貢献
地域の医療課題に的確に対処できる質の高い看護職者育成のた

めの継続教育およびキャリア形成支援を目的として、医学部附属看
護学教育研究支援センターを設置し、地域で働く看護職者の個々
のニーズに沿った教育プログラムや研究支援を実施。

看護
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地域医療を志向する佐賀大学の先進的な医学教育

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

教養教育科目

臨床実習
・診療参加型実習
・地域医療実習

専門基礎科目 機能系統別ＰＢＬ科目
（PBLとCBLの併用）基礎医学科目 総括

講義医 療 入 門 臨 床 入 門

１．成果基盤型教育：佐賀大学医学部の使命と【卒業時学修成果】に基づいた教育・評価の設計
２．自己主導型学修者の養成：アクティブ・ラーニングとラーニングポートフォリオ
３．学習と実践を統合した学修：６年一貫の体験学習・技能訓練、臨床実習と並行した専門教育
４．多角的な視点をもたらす教育運営体制：教育関連委員会に学生・外部委員・地域住民を配置

【卒業時学修成果】
佐賀大学医学部医学科は、
以下のような能力を備えた卒業生を輩出する
1. プロフェッショナリズム
2. 医学的知識
3. 安全で最適な医療の実践
4. コミュニケーションと協働
5. 国際的な視野に基づく地域医療への貢献
6. 科学的な探求心

ラーニングポートフォリオ e－クリニカルクラークシップ

教育課程の特徴
• ６年一貫の実践的訓練（「医療入門」「臨床入門」「臨床実習」）
• ＰＢＬ（問題基盤型学習）とＣＢＬ（症例基盤型講義）によるアクティ
ブ・ラーニングとポートフォリオによる学びの省察と個別指導

• 大学での実践的な診療参加型実習と、診療所・病院での地域医療
実習の包括的実践

• 年間のべ300名以上の地域住民が模擬患者として教育に参加

学生、外部委員、地域住民参加による
多角的な視点での教育設計、評価・改善評価・改善

教育設計
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高齢者・障がい者の生活支援教育



新たな人工関節の研究開発 ～わが国の研究開発拠点を目指して～

医学部・医学系研究科ー5
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本学の中期目標
・研究の質の向上
・重点領域研究
・魅力ある大学
・医療人養成
・国際人の育成
・大学院教育の充実
・情報発信

☆欧米製品の国内市場占有
☆和式生活に対応可能な日本人のための人工関節
☆超高齢化社会の到来に伴う膝・股関節症患者の増段

新型人工関節
深屈曲型・ユニバーサル型

調査・評価
術式・QOL

佐賀大学の実績

[１]人工関節術数で全国第一位の実績を有する。
[２]平成１６年：「プロジェクト人工関節」を発足
[３]平成１７年：わが国初の人工関節学講座を開設
[４]世界で初めて完全深屈曲可能な人工膝関節を開発
[５]可動域を拡大した人工股関節カップの開発
［６］平成２８年：世界初の抗菌セメントレス人工股関節を

京セラ株式会社と共同開発

合併症対策
脱臼・感染



糖 尿 病

疾病管理

肝 炎

疾病管理

腫瘍バンク
医療情報

基盤整備

ゲノム疫学
AEOS
疫学DB
7万人

疫学DB構築による
糖尿病地域連携事業

医療情報データベース
基盤整備事業

健康科学プロジェクト
肝炎連携事業
肝疾患センター

佐賀大学腫瘍バンク

糖尿病疾病管理データ

肝炎疾病管理データ

複数医療機関の標準化データ：全国7大学＋３グループ病院

臨床研究・予防医学
• 疫学DATA解析
• 病因分析
• 臨床研究への応用
• 予防医学への適用

臨床・地域連携への活用

科
学
的
根
拠
の
あ
る
予
防
医
学

研
究
基
盤
の
整
備

佐賀県住民に多い肝臓などの各種癌・糖尿病，高齢化による認知症などの疾
病を中心に，疫学データを収集・管理・病因分析することにより疾病の予防
に繋げる臨床研究を推進

医学部・医学系研究科ー6
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佐賀県に根ざす良き医療人の育成を推進

佐賀県に
根ざす

医療人育成

重点的疾患対応

体質的な長期的対応

安定的な計画対応

卒後臨床研修センター

肝疾患センター

地域医療支援学講座

地域が抱える
疾病対策への研究・支援

総合内科医・総合診療医の輩出
・専攻医の研修
・自治体病院と連携
・長期維持できる体制整備

地域を志向する医師の育成
・地域医療教育
・地域枠入学生特別プログラム
・自治体や病院との連携
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佐賀地域の中核病院として，地域医療の充実や高度医療の提供を推進

佐賀大学
病 院

連携先
病 院

医療資源

医療資源

多軸血管撮影装置
PET-CT

「ダビンチ」
３Ｄ画像加工

投 薬

検 査

画 像

医 療 資 源 の 共 有

高度医療の提供

診 療 録 の 共 有
地域完結型医療
の 促 進

地域連携の推進

役割分担の推進

拠点病院の役割

• がん診療連携拠点
• 肝疾患診療連携拠点
• 高次脳機能障害支援拠点
• 認知症疾患基幹型医療センター
• 地域医療支援センター
• ドクターカー，ドクターヘリの

運用



3 年 次

問題解決や対人関係形成能力を持った人材育成にむけて

原理原則に基づく
日常生活援助技術の習得
基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ コミュニケー
ション論 等

診療補助技術の習得
看護過程展開技術の習得
基礎的看護技術Ⅲ 等

各専門領域毎に求められる
臨床実践力の育成

フィジカルアセスメントⅡ 災害看護
小児看護臨床実践論 国際保健 等

各看護専門領域における
基礎的技術力の育成
フィジカルアセスメントⅠ
発達看護論演習Ⅰ・Ⅱ 等

1 年 次
2 年 次

実習

演習

変革者としての視点の育成
看護セミナー 看護研究
看護制度･管理 等各種理論・概念・最新の知見に

基づくアセスメント力の育成
成人・老年・母性・小児・精神看護援助論

看護過程基礎知識の習得
看護過程の展開の基礎・看護診断

実践論・各種援助論看護観・倫理的感受性等
看護の基盤の育成
看護学入門・看護倫理 等

クリティカルシンキング力・
論理的思考力の育成

看護の基盤となる能力の育成

プレゼンテーション能力・
問題解決思考の育成
看護の基礎的な能力（判断と実践）

の育成

知識・技術の統合による看護応用力

の育成

各看護専門領域毎の臨床実践力

の育成 ＋ 看護開発力の育成
講義

日常生活援助技術力育成
基礎看護学実習Ⅰ

看護過程の展開力の育成
基礎看護実習Ⅱ

既習の知識・技術の統合による
臨床判断力と看護の創造力育成

成人・小児・母性・精神・老年・地域看護実習

専門領域における実践力育成
研究的アプローチでのケア探求
在宅看護論実習 統合実習

３割を占める科目でグループワークを実施(学生４～６名に１名の教員が対応)

特に，技術演習やペーパーシュミレーション等，技術力育成科目では複数の指導教員
の配置による多面的指導の実施（指導教員による差の是正）

少人数に対する学習指導

対面式の個別指導
課題学習に対する個人・グループ指導（講義・演習時以外の時間を活用した指導：１人当たり１科目３～５回の指導を実施）

講義・課題・試験等，個人の学習到達度に応じたフォローアップ体制（オフィースアワーの活用）

技
術
試
験

技
術
試
験

乖 離
ゆとり教育による学生の能力格差
生活力・ソーシャルスキルの低下

医療の高度化・専門化に対応可能な
臨床看護実践力

＊学生の意欲や学習到達度に応じた教育(内容・方法)の提供が可能となり，個々人の潜在的能力の開発や更なる能力の向上が図れる

＊各専門領域間の連携による一貫した教育プログラムの提供で，より高度で専門的な技術の修得も可能となり，臨床実践能力との乖離
の是正が図れる

意

義

現状の課題

4 年 次

少人数制段階的
教育プログラム

少人数制での段階的教育プログラムによる技術力の育成
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高度医療を担える看護専門職者の育成
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意 義

≪日本糖尿病協会佐賀県支部・
佐賀糖尿病療養指導士会事務局≫
・ 地域住民への啓発活動
・ ウォークラリー
・ 小児糖尿病サマーキャンプ

≪佐賀糖尿病コーディネート
看護師育成・支援事業≫

・ 年間10名育成 H24.6～

≪事例検討会≫
・県下の母子看護の専門家が参加し，
事例についての看護を学び合う

・各施設との連携を促進する場の提供

≪エキスパート養成講座≫
・ 小児看護領域の新人・中堅看護師に
対する1年間にわたる継続教育

≪佐賀母性衛生学会事務局≫
・ 佐賀母性衛生学会開催１回/年

≪中学生向け予防教育事業≫
・ 中学生・教員・養護教諭を対象とし
た「親になること」の学習会

◇佐賀県における糖尿病患者のセルフケア能力の向上および
生活スタイルに応じた療養支援の充実

◇糖尿病患者をめぐる各職種の役割の明確化とチーム医療の
円滑化

◇看護学教育研究支援センターの設置（P11をご参照下さい）

糖尿病医療における
専門職者育成

母子保健の
スペシャリスト育成

人材育成の取り組み

◇養育期の家族の育児力およびヘルスプロモーション能力の育
成に向けた支援の充実

◇母性・小児看護の専門職者連携の促進

【佐賀県における糖尿病患者の療養状況の現状】

◇ 過去10年間の透析導入率全国ワースト2位
◇ 糖尿病患者の療養支援が十分にできていない
◇ チーム医療における多職種の連携が十分でない
◇ チーム医療の中の看護の専門的役割が不明確

【現任教育におけるニーズの拡大】
◇ 看護学教育研究支援センターの設置（H26）

【佐賀県の母子保健に関する現状】
◇ 高い出生率全国6位と人工妊娠中絶率ワースト5位
◇ 子ども虐待や交際相手・配偶者からの暴力の増加

背 景

地域医療連携において質の高い看護実践ができる看護師の人材育成

≪佐賀大学医学部附属病院の現任教育≫

・ 看護研究研修及び研究指導：看護倫理・看護過程他
・ 臨地実習指導者研修会
・ プリセプター・教育担当者教育

≪地域医療施設における現任教育≫

・ 看護研究研修会及び研究指導
・ 看護過程の指導

≪大学院における専門看護師（ＣＮＳ）の養成≫

・ 慢性看護専門看護師コース
≪佐賀県看護協会・佐賀県と連携した現任教育≫

・ ファーストレベル/実習指導者研修会「看護理論」他
・ 佐賀県看護協会主催研修「フィジカルアセスメント」

「看護研究」「看護観」他
・ 看護教員養成講習会「看護論」「看護研究」他

≪大規模災害看護教育≫

・ 佐賀DMAT研修：１回/年

質の高い看護職者育成
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地域医療に貢献できる質の高い看護職者育成のための
継続教育・キャリア形成支援

概 要 地域における新たな医療のニーズに合った看護の質向上を図るとともに，看護職者の生涯キャリア支援につながる
ように，効果的かつ継続的な看護卒前・卒後教育を支援する中心的な機関として，「医学部附属看護学教育研究支援
センター」を設置

背 景
課 題

・看護学科は，九州初の看護系大学・大学院として，高度な実践力・応用力・研究能力を持つ看護職者を地域に輩出
してきた

・しかしながら，近年の更なる医療の高度化や専門化などの時代のニーズに応え得る，高度な技術を持った看護専門
職者は，まだ県内に非常に少ない状況（佐賀県は准看護師の割合が極めて高く，専門看護師や認定看護師の数は全
国最低レベル）

・医療のニーズに対応して，地域の看護の質向上を図るとともに，看護職者の生涯キャリア支援につながるような，
効果的で継続的な看護卒前・卒後教育を支援する中心的な機関が必要

取 組

成 果

◆看護学教育研究支援センター

１．教育研究実践支援部門

２．人事交流支援部門

３．国際交流支援部門

地域における看護の質の向上，地域医療に貢献

人事交流による教育と臨床の連携および地域医療
連携の強化，相互のキャリアアップ

海外の看護学生や看護職者との交流による国際化
推進，地域の外国人看護師への教育支援

◆本学および地域の看護職者・学生

高度医療を担える看護専門職者を継続して育成 ➡ 地域医療向上および看護職者のキャリア向上に繋げる

大学と地域との人事交流支援

教育・指導，研究，実践の支援
（佐賀県補助事業によるe-learningの活用）

国際交流支援

▼センターは，地（知）の拠点（Center of Community）として，地域における看護の質の向上や看護職者のキャリア
向上のための効果的な看護卒前・卒後継続教育および看護研究を支援する中心的な機関。看護学科教員と附属病院看
護師が連携して，地域の病院・教育機関，行政機関等で働く看護職者の教育・指導能力，研究能力，臨床実践能力，
マネジメント能力等を高め，また，国際交流や国際看護活動を支援することにより，地域の看護職者のキャリア向上
を目指すともに，地域の看護学の発展に貢献する。



http://www.saga-u.ac.jp/

国立大学法人佐賀大学

学外者の方へ
・無断転載はお控えいただきますようお願いいたします。
質問等がありましたら，佐賀大学広報室（TEL 0952-28-8153）へご連絡ください。

学内教職員へ
・大学情報を学内外へ発信するために，自由に利用してください。
・生原稿が必要な方は，広報室（内線8153）へご連絡ください。
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